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大学におけるサービスラーニング(ボランティア学習)
栗田　充治
'>-I ＼一.∴
亜細亜大学で全学共通科目「ボランティア論」を開設したのは1993年度
であるO多くの大学が1995年1月の阪神・淡路大震艶時に若者ボランティ
アが活躍したのを契機にして、それ以降ボランティア関連科目を開設して
いったのと違い、ボランティア授業開設大学の「老舗」の中に入る。した
がってはじめの頃は、他大学から科目デザインや運営方法についていろいろ
と問い合わせや相談があった。
1998年、小学校学習指導変額、中学校学習指導要領が改訂され、学校教
育におけるボランティア活動の推進ということが、学習指導要額のなかに書
き出された。同じ年、高等学校で、学外でのボランティア活動を、校長の判
断で、単位認定をすることができるという制度改訂があった　2005年の段
階で、 504校の高校がこの制度を取り入れている。 2007年度からは都立高校
282校で「奉仕」という必修科目が開設されたl)o
大学においても、少しさかのぼって2002年、中央教育審議会答申「青少
年の奉仕活動・体験活動の推進方策について」で、 18歳以降の青年が行う
奉仕活動を奨励・支援するということが打ち出され、大学等で学生の帯ラン
ティア活動推進に関連した取り組みが進んできたo
阪神・淡路大震災から十五年経た現在、ボランティア関連科目を開設して
いる大学の数は、 320校で全体の35.4%であり、のべ開設科目数は869科El
である2)oその結果、 El本学生支援機構調査(2008年)では、ボランティア
活動を今やっているという大学生が全体で約18%、過去に経験したことが
あるという大学生が約47%いるo合わせると65%に達するOかなり高い経
験率である。アメリカの場合だと、日本の大学生に相当するところは16歳
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から24歳というところだが、ここでのボランティア活動者(今やっている
普)の割合は30%という数字なので、そこまでは及ばないが、 18%という
数字は決して低くないO
(1)学生のボランティア活動推進・支援の意義
ボランティアは自発性をいのちとする社会活動である。学生の自発性に任
せればいいところを、なぜ大学で学生のボランティア活動を支授・促進する
のか、という原則論的な疑問が一部の大学関係者の間に残っている。この疑
問に対しては、次のように回答することが出来る。
第-に、高等教育サービス受益者の社会貢献責務というグローバルな視
点からの回答である。地球を「百人の村」にたとえると、大学生は一人だけ
ということになるo高等教育の棟会を享受する恵まれた存在として、その学
びの成果を自分一人の利益だけに閉じ込めることは、グルーバルな視点から
は、利己主義的な生き方として批判を受けるだろう。
第二は大学の建学の使命(建学の精神)から見る回答であるo　これは第
-の回答を補強するものである。各大学には大学精神としての教育El標があ
る。特に私学であれば、建学の使命、建学精神がある。その中に、表現こそ
違え、 「有為な人材を育成する」という内容を持たない大学はない。自分の
利害だけでなく、社会的課題を主体的に受けとめて、自分の力を生かした社
会貢献を行おうとする「専門的資質と良識を持った市民」を育成するという
教育目標は、ボランティア活動推進のEl標と一致する。大学精神実現の一環
としてボランティア活動推進、教育活動へのボランティア活動組み込みを進
めることは自然なことである。
第三に「地域へ貢献する大学」という社会的要請の視点からの回答であ
るo大学の地域社会への貢献(University Extension Service)として大学の教
育研究活動を地域社会へ還元する活動が20世紀に入って世界の大学で取り
組まれ、公開講座、社会人聴講制度などが提供されてきた。最近の事情とし
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ては、地域活性化やまちづくりの課題に「地域の知的資源」として大学が貢
献することが期待されている。その一環として、学生の日頃の学習成果や若
者らしい柔軟なアイデアを地域の課題解決に役立てる事例がたくさん出てき
ている。こうして、学生のボランティア活動を大学特有の人的資源、知的資
源の地域への提供の一つとして位置づけることができる。そのことは地域柾
会にとっても有益であるo地域のために活動する(ある程度学識ある)若い
人材を確保できることで地域が活気づく効果を期待でき、また、地域社会の
課題を若い世代に理解してもらう絶好の機会となり、地域自身が課題をとら
え直すことを促す効果もある。
第四に、原理的な問題として、 「自発性は育てられる」という「自発性の
パラドックス」という視点からの回答である。つまり「自発性」は、あら
かじめ備わっているものばかりでなく、行動類型によっては、育てられるも
のだという心理学的な知見である。ボランティア大国と言われるアメリカに
おいても、教会の地域活動を手伝うとか、学校の地域貢献活動への参加など
を通じて、様々なモデルに触れながら、ボランティア活動の理解と意欲…態
度が子どもたちの中に育まれていくことが、盛んなボランティア活動の基盤
となっているO学校という枠組みの中で、活動が仕組まれているという形の
「強制」の中で行われる「ボランティア」的な活動が、本物のボランティア
活動につながる例は無数に見られるo　この間題は重要なので、後でさらに詳
しく検討する。
さらに、ボランティア活動を支援…促進することを大学に促す次のような
特殊事情が今日存在する。
(丑大学進学のユニバーサル化時代に入り、学力的に多様な学生達に対応する
ため、教えることteachingから学ぶことIearningへの力点の移動が大学教
員の多くに自覚されつつあり、学習者の主体的な学びを尊重…確保する傾
向が強まっている。
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②大学の限られた予算の中で、大学の教育資源を豊かにするために地域の教
育的資源を活用する必要性と知恵が出てきている。学生をボランティアと
して地域に送り出すことで、地域社会の教育力を期待でき、地域での様々
な出会いと学びの機会が提供されることで、大学の教育力全体の向上につ
ながる。学生は獲得した知識…技術の社会的意義を確認したり、学習成果
の活用により、その知識・技術をより深く、広く学ぶことができるo
③大学進学する若者の自己実現欲求に答える必要性を大学が自覚してきた。
出会いや新しい体験を求めてボランティアに参加する学生が増えてきてお
り、ボランティア活動は学生たちの「自分探し」の機会となっている。彼
らはボランティアの現場で色々な人々と出会い、自分という人間のさまざ
まな力を試されることによって、自己実現へのプロセスを前に進めていく
ことができるO
④学士課程教育という名前で大学教育を位置づけることが大学関係者の共通
理解となり、その基本的な目標として「市民性の涌養」ということが再び
意識されている。ボランティア活動を行うことは、 「市民性の滴養」とい
うEl標に掲げられる多様な能力(課題探求能力、主体的…総合的に考える
力、的確に判断する力)や豊かな人間性と社会性(他人とのつきあい方を
学ぶ、コミュニケーション能力の向上、社会規範やルールを学ぶ、公共心
を養う、社会貢献の心と方法を学ぶ、地域社会との関わりを深める、地域
社会の課題への関心を深める、社会の一員としての自覚を深める)が育つ
効果的な機会を提供するo
(2)大学生のボランティア活動の推進・支援のタイプ
大学生のボランティア活動を大学として推進・支援する取り組みには次の
ようなものがある。多くの大学で実施されているものから、 ⑨のように、大
きなコストを必要とし、まだ107校程度しか実現していない取り組みまで、
順に挙げていこう。
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①情報提供・相談窓口・掲示板の確立(窓口担当者のある程度固定的な配
置)
②学内ボランティア…サークルへの支援(顧問制度、部屋や外線とつながる
電話、印刷、メールやホームページ…アドレス、掲示板・ビラなど広報協
力、地域ネットワーク確立等)
③ボランティア入門…養成講座などの実施(ノートテイク講習や手話講座な
ども含む)
④ボランティア休学制度の導入(ギャップ・イヤーも含む)
⑤ボランティア…社会貢献活動への助成金・表彰制度
⑥ボランティア企画の募集と実現支援(助成金付き)
⑦ボランティア活動の単位認定
(勤ボランティアに関する授業の開設
⑨ボランティア・センター(名称はいろいろある)の開設…運営(常勤ス
タッフの配置・学生スタッフの募集と運営への参画)
①と②は、簡単そうだが、このレベルにおいても学生がボランティアを進
めるに当たっての「障壁」はまだ存在する。ボランティア…サークルの活動
を進める上で、お金がない、もの(施設…機材…部屋・電話)がない,しく
みがない(学生の自主的活動への制約)、関心と理解がない(窓口の対応、
教月の対応)、人(キーパーソンとなる教職員・学生)がいない、という大
学における5つの障壁である。
⑦と⑧はサービスラーニング、あるいはボランティア学習と呼ばれる教育
活動に関わる取り組みであり、次章で考察する。
(3)サービスラーニングとボランティア学習
アメリカのサービスラーニングを飛躍的に発展させる契機となった
『1990年・国家及びコミュニティ・サービス法　THENATIONALAND
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COMMUNITY SERVICEACT OF 1990.』におけるサービスラーニングの定義
は以下の通りである3㌧
The term "service-learning" means a method-
(A) under which students or participants learn and develop through active
participation in thoughtfully organized service that-
(i) is conducted in and meets the needs ofa community;
(ii) is coordinated with an elementary school, secondary school, institution of
higher education, or
community service program, and with the community; and
(iii) helps foster civic responsibility; and
(B)that
(i) is integrated into and enhances the academic curriculum of the students, or
the educational
components of the community service program in which the participants are
enrolled; and
(ii) provides structured time for the students or participants to reflect on the
service expenerlCe…
サービスラーニングという言葉は1967年に誕生したと言われるが、アメ
リカの大学で積極的に展開されてくるのが1980年代である。その頃、日本
では小中高校レベルの学校現場で「ボランティア学習」という指導方法が模
索されていたO長くその普及に関わってきた日本青年奉仕協会(JYVA)で
は、その内容を次のように定義している。
「ボランティア学習」とは、学習者が、ボランティア活動を通して、さ
まざまな社会生活の課題にふれることにより、公共の社会にとって有益
な社会的役割と活動を担うことで、学習者の自己実現をはかり、さらに
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は自発性を育み、無償性を尊び、公共性を身につけ、よりよき社会人と
しての全人格的な発展を遂げるために行う、社会体験学習であるo　その
学習内容は、教育的活動、社会福祉的活動、歴史及び社会文化の向上に
寄与する活動、自然及び生活環境の保全、コミュニティづくり、国際社
会への協力と貢献、そのほかの幅広い分野に渡っている。
また、ボランティア学習においては、私たちの暮らす地域社会及び国際
社会そのものを学習のフィールドとしてとらえる。こうした学習は、衣
庭、学校、地域、さらにはあらゆる地域社会において世代を越えて取り
組まれることが大切である。
ボランティア学習とは、人とのふれあいや自然とのふれあいなどをとお
して、人の全人格的な成長と、共生と共存のための社会の創造に寄与す
る学習として、未来の教育に大きな可能性を開くものであるO
(社団法人日本青年奉仕協会(JYVA) 『ボランティア学習ガイドブック
地球人になろう』 1993)
サービスラーニングは教科学習・専門的学習に関連づけられた体験活劫を
意識しており、その内容は地域調査やフィールドワーク、関連施設や当事者
団体でのコミュニティ…サービスを組み込んだアクティブ・ラーニング(体
験型学習)である。
ボランティア学習はサービスラーニングを包み込むと共に、本来の争ラン
ティア活動も含む、より広い概念であるO　ボランティア活動の教育的機能に
注目して、学校教育の視点に限らず、生涯学習の視野で、市民(主権者)と
しての学びをアクティブ…ラーニングとして捉えなおした概念であるo
しかし、上の1990年定義に見られるように、その差はほとんどなくなっ
てきている。
次に示す閲は、サービスラーニングとボランティア学習の守備範関を、イ
ンターンシップやコミュニティ　…サービスと関連させて、まとめたものであ
る。左に寄るほど、ボランティア・サービスの要素が強くなり、右に寄るほ
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ど、制度的な学習としての要素が強くなる。
サービス ラーニング
(内外学生センター編・発行r大学とボランティアースタッフのためのガイドブッ
ク　2001における佐々木正道氏作成の図に手を加えた。)
インターンシップはキャリア学習を意識して行われる就業体験学習であ
る。無報酬の場合と報酬がある場合があるo　また、実際の内容がサービス
ラーニングと同じ場合がある。
コミュニティ　…サービスは制度的に義務づけられた公益サービス活動であ
る。本来のボランティア活動は自発的に行われるものである。従って、学校
教育で授業に組み込まれる形で義務づけられるボランティア活動はコミュニ
ティ…サービスと捉えた方が分かりやすい。ただし、義務づける場合でも、
事前指導を十分行い、オリエンテーションを工夫し、活動メニューに選択
の余地を残すなど、学習者の動機付けに配慮したマネージメントが必要であ
る。
サービスラーニングはコミュニティ・サービスとラーニングを接続し、学
校のカリキュラムの中にコミュニティ・サービスを統合しようとするもので
ある.サービスラーニングにおけるカリキュラム統合に関して、唐木氏は、
次のように、カリキュラムへの統合度の低い順から高い順に七段階を整理す
る全米ミドル…スクール協会の考え方をもっとも汎用性が商いものと評価し
ている。 (唐木清志rアメリカ公民教育におけるサービスラーニングJl東信
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堂、 2010、第4章第3節)
lクラブ活動・課外活動
2特別な履修単位(一定時間のサービス活動を単位認定)
3特別なイベント　個民の休日などに行われるイベントにボランティアとし
て参加)
4「コミュニティ・サービス」という授業
5存在するカリキュラムの発展
6学際的なテーマを組織すること(教科横断的な学習)
7学校全体のテーマ(1から6までのすべてを学校全体のカリキュラムに統
合)
これで見ると、ボランティア学習とサービスラーニングの差はほとんどな
いと言える。
二番E] 「特別な履修単位」は亜細亜大学全学共通科目「ボランティア・
ワーク」に相当し、四番目「Fコミュニティ…サービ刻　という授業」は固
じく「ボランティア論」に相当する。五番目「存在するカリキュラムの発
展」は狭義のサービスラーニングで、既存の授業科目に地域調査やフィール
ドワーク、関連施設や当事者団体でのコミュニティ・サービスを組み込んだ
ものである。全学共通科目「街づくり未来塾」では、まちづくり発信メディ
アとして「週刊むさしさかい」を編集.発行する活動を学習の中に親み込ん
でいるが、そのために地域イベントを取材するためのボランティア参加を勤
めるので、この五番目に相当すると考えて良かろう。六番目「学際的なテー
マを組織すること」は日本の小中高等学校における「総合的学習の時間」に
相当するもので、地域課蓬をテーマとして掲げて探究する学習活動であるo
立命館大学「地域活性化ボランティア教育」もこれに相当するo七番目「学
校全体のテーマ」は全米ミドル・スクール協会でのサービスラーニング理想
像として位置づけられているもので、唐木氏によると、アメリカでもまだ実
現していないと言うO三番El 「特別なイベント」はアメリカでよく行われる
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例であるが、日本では余り見かけない。
(4)ボランティ7活動を授業に組み込む「強制性」について
ボランティアの単位化についての疑念が大学関係者の中に残っているO　ま
た、専門として確立されているのか、評価の基準はあるのか、という疑問
もあるO私は、ボランティアについて学ぶならば、あるいは、ボランティア
体験活動を用いて学ぶならば、その学びの成果に対して単位を与えることは
可能だと思うo Lたがって、評価の対象はボランティア体験活動そのもので
はなくて、それを媒介にして進められる学びの内実である。また,明確に言
えば、授業で課されるボランティア体験活動は、本来の自発性に基づくボラ
ンティア活動ではなく、教育という制度的枠組みの中で課される「コミュニ
ティ…サービス」である。そのために「体験」という言黄を付けて表現して
いる。その違いをわきまえておく必要がある。したがって、ボランティア体
験活動を必修にする場合は、学生の自主性に対する最大限の配慮が求められ
る。また、評価の軌ま、教師の評価や相互評価、受け入れ先の評価などを参
照させた上での客観的材料を提供した上での自己評価である必要があるO
桜井政成・津止正敏編著『ボランティア教育の新地平～サービスラーニン
グの原理と実践』 (ミネルヴァ書房、 2009年)第14革「カナダにおけるボ
ランティア活動支援とサービスラーニングの推進」 (中根智子…桜井政成)
では、カナダの大学が、カリキュラムに位置づけられたもの以外のサービ
スラーニングを「extra-curricular」 (課外)と位置づけないで、 「co-curricular」
(正課に準じる)と位置づける点を、 「『ボランティア活動の単位化の是非』
という議論を止揚したものとなっているといえる」と評価しているOつま
り、カナダの大学ではボランティア活動の教育的効果を積極的にとらえる視
点が強調されており、ボランティア活動であろうと、ボランティア体験活動
であろうと、それらが学生たちにとって教育的に意味のある活動となるため
に、大学側がどのようなコーディネートを行ったらいいのかが、 「強制性」
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を建前で批判するより重要な問題なのだという考え方である。
この点については、ジョン…デューイの経験哲学が参考になるoいかにし
て経験は教育的なものになるかという問題の解答への基準としてデューイが
提起したものが、連続性と相互作用という二つの原理であったo
経験の連続性原理から見た場合、デューイは「教育的でないmis-educative
経験というものはいくらもあるO」と言う410 「さらなる経験の成長を阻止し
ゆがめる経験」、 「感受性や反応を奪い取る、冷淡さを生み出すような経験」、
「機械的・自動的な技能を特定方向にのみ増すだけで、決まり切った行動に
陥らせるような経験」 「その場の楽しさのみで、怠慢で不注意な態度形成を
助長するような経験」 「個々には快適でわくわくさせでも、相互に切り離さ
れていてつながっていかないような経験」、こういった経験は、経験の連続
性を損ない、 「将来の経験をコントロールする力を子どもから奪う」ため、
教育的ではない5)0
「すべての経験は動いている力moving forceであるo経験の価値は、経験
がどのようなものに向かい入り込むのかということだけを根拠にして判断で
きる6,0」そして、そうした判断を適切に行いうる人は、より成熟した麿験
を持つ教育者だけである、とデューイは断言する。したがって、デューイに
とって教育者に求められる力は、第一に、子どもの経験の中で生み出されつ
っある態度や習慣的傾向を観察する力、第二に、どんな態度が子どもの継続
する成長にとって有益か、有害かを判断する力、第三に、子どもを個人とし
て共感的に理解する力、の三つである710
連続性の原理は個人の内面で進行するものとして経験を見た場合の原理で
ある。しかし、 「まっとうな経験は、経験が進行する際の客観的条件をある
程度変える能動的な側面を持つo・…・経験を引き超こす源泉は個人の外にあるD
経験はこの泉によって絶えず育てられる。」と、デューイは言う8-0個人の
外部から見た場合の経験の教育的権能の原理が相互作用である。
「客観的条件」は、広い範囲で考えられており、デューイが挙げているも
のは、 「教育者の行為とその方法」、 「話し言葉と話され方などの語調」、 「設
268　　国際関係紀要　第20巻　第l・2合併号
備」、 「書物」、 「器具」、 「玩具」、 「ゲーム」、 「(子ども個人が相互作用する)
教材」、 「子どもが引き入れられる状況の全体として社会的な配置thetotal
social set-up of the situations」を含むとデューイは考えている9)oこれらの客
観的条件を生えることが教育者の責務であり、客観的条件の提供によって子
どもの経験に影響を与えることになるが、 「伝統的教育」は、その際に、教
育される子どもの能力や目的を考慮しなかった点が克服すべきところだと
デューイは批判する10)-
この相互作用の原理を考えるときに見逃してはいけないのは、 「状況
situation」という言葉である。デューイの考察を追っていこう。
「個人が世界の中に生きているIiveinaworld」という言明は、具体的には、
「個人が一連の状況の中に生きているIive in a series ofsituations」ということ
を意味する-1)。」この場合の「in」という意味は、 「銀貨がポケットの中にあ
るinapocket」という意味とは違う。前者の「in」の意味は、 「個人とモノ
(対象)や他の人々との間で相互作用が進行していることを意味する。」 「個
人とその際の環境を成り立たせているものとの間に『相関作用transaction]
が生じているが故に、経験は経験たり得るのであるoその際の環境は、個人
が話し合っている他の人々から成り立っている。そして、その際の状況に含
まれるものは、そのときの話題であり、遊んでいる玩具であり、読んでいる
書物であり、取り組んでいる実験材料である。」
デューイは言うo 「連耗性と相互作用という二つの原理は、お互いに離れ
たものではなく、遮ったり、一つになるOそれらは、いわば、経験の縦弟列
と横系列である。一個人がひとつの状況から他の状況に移ると、個人の世界、
個人の環境は広がったり、狭くなったりする。個人は前とは別の世界に生き
ている自分ではなく、同じ世界の異なった部分や局面で生きている自分を兄
いだすoひとつの状況で進行する知識や技能から学んだことは、その後に続
く状況を理解し、効果的に関わるための道具となる12) 」
デューイの以上の考察を参考に考えると、ボランティア活動の単位化、ボ
ランティア学習における「ボランティア体験活動」の強制に関する間尾に、
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次のように答えることが出来るのではないか。
学生・生徒を「ひとつの状況」の中に入り込ませる、という点では、ボ
ランティア学習も講義による授業も変わりないo講義の場合は、講義すると
いう教育者の行為、爵し方、取り上げる教材、板書やOHPの内容、発間と
質問、それに答える教師及び学生…生徒の反応、といったものが、学生・生
徒と相互作用する客観的条件に含まれる。それらの条件を整える責任は教育
者にあり、その意味では、そうした客観的条件の枠組みは学生…生徒に強制
されるo　ボランティア学習の場合は、それらに、関連するボランティア体験
活動(コミュニティ・サービス)が入り込み、それに伴って、地域課題や地
域の人々とのかかわりとふれあい、さまざまなコミュニケーションのプロセ
ス、ボランティア体験活動そのものの内容などが追加されるo
Lたがって、そこで問われるべきことは、先にカナダの大学での考え方
を紹介したように、その状況の中で、学生.生徒の学びをいかに効果的な
もの、教育的なものにしているか、ということである。客観的条件にボラン
ティア活動が観み込まれるか否かということは、その場合、副次的な間蓬で
あろう。ポイントは、ボランティア体験活動を組み込む際は、学生・生徒の
主体的な学びのプロセスを最大限に尊重・確保する必要があるということで
ある。なぜならば、学習者の学びの主体性を確保すればするほど、その学習
は効果的に進行すると考えられるからである。
翻って問えば、我々は、講義の場合、その強制性をどこまで自覚してい
るのだろうか。そして、学生・生徒の主体的な学びのプロセスをどの程度尊
重…確保しているのだろうか。ボランティア活動を授業に組み込む際の「強
制性」を問うことは、講義形式の授業において学生の主体的な学びをどのよ
うに確保するか、という別の問いを促すのである。
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